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(57)【要約】
【課題】コンパクトで軽量な構成を有し、装着の際に快
適かつ実用的であり、また、装着者の心拍数のモニタリ
ングを保証可能に様々な機能を統合すること。
【解決手段】使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）は
、装着者の心拍数を測定するための測定システムを備え
ている。測定システムは、マイクロコントローラ（１１
）と、少なくとも１つの心拍数センサ（１２）と、測定
された心拍数と相関のある可視信号および可聴信号を生
成するための生成手段（１３）と、自立型電源（１４）
とを含んでいる。測定システムは、センサ（１２）を、
心拍数の測定に適した解剖学上の部位に位置させるため
の調整手段をさらに含んでいる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マイクロコントローラ（１１）と、少なくとも１つの心拍数センサ（１２）と、測定さ
れた心拍数と相関のある可視信号および／または可聴信号を生成するための生成手段（１
３）と、自立型電源（１４）とを含む、装着者の心拍数を測定するための測定システムを
備えた、使用時に高い柔軟性を有する眼鏡であって、
　当該眼鏡は、前記測定システムが、前記少なくとも１つのセンサ（１２）を、心拍数の
測定に適した解剖学上の部位に位置させるための調整手段をさらに含むことを特徴とし、
　前記調整手段は、前記少なくとも１つのセンサ（１２）用の、弾性的な柔軟性を有する
少なくとも１つのサポート要素（１５）を有し、
　前記サポート要素（１５）は、前記解剖学上の部位に対する前記センサの接触力を生み
出すために、フレーム（２）のテンプル部（９）によってその内側面から支持されて、前
記テンプル部（９）の内側面側に撓むように構成されており、前記接触力は、少なくとも
心拍数の測定中に、前記センサが前記解剖学上の部位を移動することを防止するのに少な
くとも十分な接触力である、使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項２】
　前記測定システムが、前記眼鏡のフレーム（２）にのみ連結されていることを特徴とす
る、請求項１に記載の使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項３】
　前記サポート要素（１５）の剛性を調整するための手段が設けられていることを特徴と
する、請求項１または２に記載の使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項４】
　前記センサ（１２）が、前記サポート要素（１５）によって、スライド移動可能に支持
されていることを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の使用時に高い柔軟性を有
する眼鏡（１）。
【請求項５】
　前記センサ（１２）が、光学式であることを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記
載の使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項６】
　前記サポート要素（１５）が、フレーム（２）の前記テンプル部（９）に、ヒンジ手段
により連結されていることを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載の使用時に高い
柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項７】
　前記サポート要素（１５）が、少なくとも平坦な長い部分（２５）を有する長板部（１
６）によって形成されていることを特徴とする、請求項１～６のいずれかに記載の使用時
に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項８】
　前記センサ（１２）が、前記サポート要素（１５）のボディで形成された移動ガイド（
１７）に沿って支持されている、請求項１～７のいずれかに記載の使用時に高い柔軟性を
有する眼鏡（１）。
【請求項９】
　前記移動ガイド（１７）は、前記サポート要素（１５）の長手方向に沿って延びている
ことを特徴とする、請求項８に記載の使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項１０】
　前記フレーム（２）のテンプル部（９）ごとに、少なくとも１つのセンサ（１２）が設
けられていることを特徴とする、請求項１～９のいずれかに記載の使用時に高い柔軟性を
有する眼鏡（１）。
【請求項１１】
　前記マイクロコントローラ（１１）に前記自立型電源（１４）を接続するための電線は
、前記フレーム（２）の内部溝（１９）に沿って延びていることを特徴とする、請求項１
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０に記載の使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項１２】
　前記マイクロコントローラ（１１）に連結され、外部電気デバイスと接続するための少
なくとも１つのインターフェイス部（２０）が設けられていることを特徴とする、請求項
１～１１のいずれかに記載の使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）。
【請求項１３】
　前記インターフェイス部（２０）は、前記フレーム（２）のテンプル部（９）に設けら
れていることを特徴とする、請求項１２に記載の使用時に高い柔軟性を有する眼鏡（１）
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用時に高い柔軟性を有する眼鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人間の主要な生体パラメータの少なくともいくつかを監視（モニタリング）することは
、非常に重要である。長時間にわたり肉体的な活動が行われている期間中は、特に重要で
ある。なぜなら、それらパラメータの異常が、機能不全の兆候、あるいは、心臓や心血管
系および／またはさらに一般的な循環系に影響を与える病状の兆候かもしれないからであ
る。
【０００３】
　これらの病状のいくつかは、無症状であり、早期の時宜を得た診断のみが、最悪の事態
を妨げるのに役立てられる。最悪の事態は、時には、永久的な障害の発生を意味し、時に
は、死さえも意味する。
【０００４】
　使用時に高い柔軟性を有し、心拍数を測定するためのシステムを有する、種々のタイプ
の眼鏡が知られている。
【０００５】
　そのような測定システムは、マイクロコントローラを含んでいる。マイクロコントロー
ラには、少なくとも１つの心拍センサと、測定された心拍数を表示するためのデバイスと
が接続されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　公知の解決策の多くにおいて、心拍数測定システムは、完全には眼鏡と一体化されてお
らず、結果的に、その機能部のいくつかは、たとえば、皮膚に適用される電極、または、
ベルトに装着された電源供給部といった、眼鏡から離れて装着されるべき他の付属品に割
り当てられている。
【０００７】
　それゆえに、このような解決策が、装着者にとって、扱いにくく、快適性および実用性
に欠けていることは明らかである。
【０００８】
　信号を適切に取得するためには、センサを正しい位置に配置し、センサを正しい位置に
安定的に保持し続ける必要がある。しかしながら、センサの現在位置は、装着者の頭部の
解剖学上の特定的な構造、および、眼鏡を装着している間に従事している活動の種類を含
む、様々な相違点に依存している。なぜなら、肉体的な活動の際に、センサは振動にさら
されるからである。このときの振動は、時に強烈にもなり、信号の検出に適した部位から
センサを動かしてしまう。
【０００９】
　最適な検出位置からセンサが移動すると、取得された信号には、明らかに測定に影響を
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与え得る乱れ（障害）が生じる。したがって、これらの条件下では、測定自体の正確性お
よび信頼性のいずれも保証することはできない。
【００１０】
　他の公知の解決策では、測定システムの構成物は、装着者の専門的または美的な変更の
要求を満たし、眼鏡を自分仕様とする可能性を制限している。これは、特に、測定システ
ムの構成物が、レンズのフレームから離れた、眼鏡のあらゆる機能的な部分に配置されて
いることが原因となっている。
【００１１】
　したがって、本発明が課す技術的な課題は、コンパクトで軽量な構成を有し、装着の際
に快適かつ実用的であり、また、装着者の心拍数のモニタリングを保証可能に様々な機能
を統合することのできる眼鏡を提供することである。
【００１２】
　本発明の他の目的は、使用の際に高い柔軟性を有する、次のような眼鏡を実現すること
である。すなわち、装着者の頭部の解剖学上の構造や、眼鏡を装着している間に従事して
いる活動の種類に関係なく、精度良く正確に、かつ繰り返し心拍数の測定を行うことので
きる、眼鏡である。
【００１３】
　また、この発明の他の目的は、上記特徴を有した上で、装着者の専門的または美的な変
更の要求を満たすために、装着者によって容易に自分仕様のものとすることができる眼鏡
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　これらおよび他の目的とともに技術的な課題は、本発明に従って、装着者の心拍数を測
定するための測定システムを備え、使用時に高い柔軟性を有する、次のような眼鏡によっ
て達成される。この測定システムは、マイクロコントローラと、少なくとも１つの心拍数
センサと、測定された心拍数と相関のある可視信号および／または可聴信号を生成するた
めの生成手段と、自立型の電源とを含んでいる。本発明の眼鏡は、測定システムが、上記
少なくとも１つのセンサを、心拍数の測定に適した解剖学上の部位に位置させるための調
整手段をさらに含むことを特徴としている。調整手段は、上記少なくとも１つのセンサ用
の、弾性的な柔軟性を有する少なくとも１つのサポート要素を有している。このサポート
要素は、解剖学上の部位に対するセンサの接触力を生み出すために、フレームのテンプル
部によってその内側面から支持されて、テンプル部の内側面側に撓むように構成されてい
る。上記接触力は、少なくとも心拍数の測定中に、センサが上記解剖学上の部位を移動す
ることを防止するのに少なくとも十分であればよい。
【００１５】
　好ましくは、位置調整手段は、次のように構成および配置されている。すなわち、装着
者の頭部の解剖学上の構造に関わらず、心拍数の測定に適した解剖学上の部位にセンサを
配置するためにセンサの位置を適応させるだけでなく、眼鏡を装着している間に装着者に
よって従事されている活動の種類に関わらず、センサが配置された検出部位に、センサが
安定的に付着したままとなるように、構成および配置されている。
【００１６】
　好ましくは、位置調整手段は、装着者が突然動いたり、頭部を用いた特別な姿勢を取っ
たりしたときに、実際に、眼鏡をしっかりとその位置に維持させる固定具となる。
【００１７】
　したがって、本発明の眼鏡によれば、正確かつ繰り返し可能に測定することができる。
装着者の頭部の解剖学上の構造や、眼鏡を装着している際に装着者が従事している活動の
種類に関わらず、常に、同一の解剖学上の検出部位から信号を抽出することができるため
である。
【００１８】
　適用される心拍数測定技術は、電気的方法、光学的方法、または、機械的／聴音方法に
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基づいていてもよい。
【００１９】
　測定技術は、光学的方法に基づいていることが望ましいが、限定的ではない。
【００２０】
　好ましい実施形態では、光学的方法に基づいた測定技術と組み合わせて好適に採用され
る位置手段は、弾性的な柔軟性を有するボディを有する、センサ用のサポート要素を含む
。
【００２１】
　この場合、眼鏡が装着されているとき、心拍数の測定に向けられた装着者の解剖学上の
部位により働く圧力によって、サポート要素には弾性的に撓みが生じる。この撓みによっ
て、解剖学上の部位に対するセンサの接触力、すなわち、センサが解剖学上の部位を移動
することを防止するのに少なくとも十分な接触力が生み出される。
【００２２】
　もしセンサが光学式であるなら、後述の静脈または動脈に対し、センサを正確かつ安定
的に位置させることによって、センサの位置を調整する（適合させる）ことが可能である
。静脈または動脈は、具体的な適用に応じて、鼻の静脈または動脈であってもよいし、側
頭部の静脈または動脈であってもよいし、耳の静脈または動脈であってもよい。
【００２３】
　好ましくは、眼鏡の耐久性を改善するために、サポート要素の剛性を調整するための手
段が設けられる。
【００２４】
　本発明のさらに特別有利な局面は、測定システムが、眼鏡のフレームにのみ連結されて
いることが望ましいという事実に存在する。これは、測定システムが、眼鏡のレンズを必
要としていないことを意味している。
【００２５】
　事実上、この場合、測定システムとフレーム内のレンズとの間において、構造的および
機能的な特徴についての相互の制限が存在しない。それゆえに、レンズは、眼鏡の全ての
残存の機能部とは独立して、取り外したり取り替えたりすることができる。
【００２６】
　したがって、装着者は、希望でレンズを変更することができる。単に見た目が異なる他
のレンズ（サングラス、色付き、ミラーレンズ、など）と取り替えたり、たとえば、装着
者の視力の不足を補うために、専門的に異なる他のレンズと取り替えたりすることができ
る。
【００２７】
　本発明の追加的な特徴およびメリットは、本発明に従う使用時に高い柔軟性を有する眼
鏡についての好ましい（しかし限定的ではない）実施形態の説明から、さらに明らかとな
るであろう。実施形態は、実例によって、しかし添付の図面に限定されることなく示され
ている。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】眼鏡を前方から見た斜視図である。
【図２】装着者上の眼鏡を上方から見た配線図であり、テンプル部がフロント部に取り付
けられた区域におけるフレームの断面が示されている。
【図３】眼鏡を上方から見た平面図である。
【図４】右のテンプル部がフレームのフロント部に取り付けられた区域におけるフレーム
の詳細を示す図であり、図４の矢印は、サポート要素に沿ったセンサの直線位置の調整の
ための移動方向を示している。
【図５】左のテンプル部がフレームのフロント部に取り付けられた区域におけるフレーム
の詳細を示す図であり、図５の矢印は、サポート要素に沿ったセンサの直線位置の調整の
ための移動方向を示している。
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【図６】右のテンプル部がフレームのフロント部に取り付けられた区域におけるフレーム
の詳細を示す図であり、図６の矢印は、センサのサポート要素の角度位置の調整を示して
いる。
【図７】左のテンプル部がフレームのフロント部に取り付けられた区域におけるフレーム
の詳細を示す図であり、図７の矢印は、センサのサポート要素の角度位置の調整を示して
いる。
【図８】左のテンプル部がフレームのフロント部に取り付けられた区域におけるフレーム
の詳細を示す図であり、図８の矢印は、センサのサポート要素に生じ得る撓みを示してい
る。また、静止位置のサポート要素が実線で示され、眼鏡が装着されたときに想定される
撓み位置のサポート要素が破線で示されている。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　例示された図面を参照すると、眼鏡の全体が、参照符号１として示されている。
【００３０】
　公知のように、眼鏡は、フレーム２と２つのレンズ３とを備えている。
【００３１】
　フレーム２は、２つの開口環状部６が設けられたフロント部５と、これら環状部６の間
に接続されたブリッジ８と、（複数の）テンプル部９とを有している。
【００３２】
　この事例では、（複数の）テンプル部９は、フロント部５にヒンジ１０によってそれぞ
れ接続された別個および分離された要素として、フレーム２に含まれている。
【００３３】
　さらなる実施形態では、図示しない単一のレンズ３が設けられてもよいし、フレーム２
は、その様々な部分が一体的に形成されるように設計されてもよい。たとえば、両サイド
とフロントが一体的に形成されてもよい。また／または、フロント部の環状部は、閉じた
り開けたりできてもよいし、特に、下側のアーチだけを有する、などであってもよい。
【００３４】
　以下に説明する理由により、この発明の特定の実施形態において、テンプル部９は、フ
レーム２のフロント部５に近い部分に、箱状の拡張部２３を有していることが望ましい。
【００３５】
　眼鏡１のレンズ３は、視力矯正用レンズやサングラスレンズであってもよい。あるいは
、単に美的なニュートラルレンズでさえあってもよい。
【００３６】
　眼鏡１は、装着者の心拍数を測定する、次のような測定システムを特徴としている。そ
の測定システムは、マイクロコントローラ１１と、少なくとも１つの心拍数センサ１２と
、測定された心拍数に相関のある可視信号および／または可聴信号を生成するための生成
手段１３と、典型的にはバッテリーである自立型電源１４とを含んでいる。
【００３７】
　センサ１２は、好ましくは光学的であって、微小血管を通過し、その組織の血管容積脈
波に比例する光量の変化の解析に基づいた、光電式容積脈波記録法（フォトプレチスモグ
ラフィ）の光学的変換技術を搭載している。それゆえに、光学センサ１２は、次の一対の
デバイスを有している。すなわち、放射性の光を発光するエミッタ（たとえばＬＥＤ）と
して用いられる、電気－光信号変換器と、放射性の光を受光するレシーバ（たとえばフォ
トダイオードまたはフォトトランジスタ）として用いられる、光－電気信号変換器とを有
している。血管容積脈波を監視するために、これら一対のデバイスは、光ビーム反射の法
則を利用している。心拍ごとに血管容積が変化すると、吸収される光子量が変化する。た
とえば、センサ１２のＬＥＤエミッターは、約９５０ｎｍを中心とする放出範囲を有し、
一方、センサ１２のフォトトランジスタレシーバは、７００ｎｍと１２００ｎｍとの間の
範囲の波長に反応する。
【００３８】
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　マイクロコントローラ１１は、設けられたセンサ１２の全てから得られる信号を増幅し
、処理する。すなわち、ある期間内において平均化された心拍数データを抽出し、生成手
段１３へ送られるべき情報を生成するのに適したアルゴリズムに従い、これらを処理する
。
【００３９】
　人間工学的理由により２つの別個の電子カード１１ａ，１１ｂにより構成されるマイク
ロコントローラ１１は、それゆえに、全てのセンサ１２と接続されたインターフェイス部
と、データ処理部と、生成手段１３と接続されたインターフェイス部とを有している。
【００４０】
　マイクロコントローラ１１に接続させるためには、外部電気デバイス（図示しない、た
とえばＵＳＢポート）とのインターフェイス部２０がさらに設けられることが望ましい。
【００４１】
　生成手段１３は、もしも、それらが、測定された心拍数に相関のある可視信号を生成す
るためのものであるならば、１以上のＬＥＤ１３ａを含むことが望ましい。一方、もしも
、それらが測定された心拍数に相関のある可聴信号を生成するためのものであるならば、
１以上のブザー（図示せず）を含むことが望ましい。
【００４２】
　当然ながら、本発明の範囲内において考えられる変更として、生成手段１３は、上述の
ものの他に、さらなるデバイスを含んでもよい。たとえば、これらに加え、または代えて
、たとえば表示部を含んでもよい。
【００４３】
　測定システムは、ＯＮボタン（押しボタン）２２も含んでいる。測定システムは、また
、生成手段１３の制御に用いられる心拍数の下限値および上限値を個人ごとに設定するた
めに、他の図示しないプログラミングボタン（押しボタン）を含んでいてもよい。
【００４４】
　もし、プログラミングボタンが設けられていない場合、閾値は、事前に設定されている
。
【００４５】
　有利には、測定システムは、心拍数を測定するための解剖学上の特定の部位に対し、セ
ンサ１２を安定的に位置させるための調整手段をさらに含んでいる。
【００４６】
　位置手段は、特に、センサ１２用の少なくとも１つのサポート要素１５を含んでいる。
【００４７】
　サポート要素１５は、好ましくは長手軸に沿って延びる、弾性的な柔軟性を有するボデ
ィを有している。
【００４８】
　具体的に説明する適用に関しては、信号は、側頭部の静脈または動脈から取り出され、
好適には、サポート要素１５は、フレーム２のテンプル部９と、たとえばヒンジにより連
結されている。
【００４９】
　サポート要素１５は、特に、長板部１６によって形成されている。長板部１６は、少な
くとも１つの長い部分２５を含む。長板部１６は、フレーム２のフロント部５に近接した
長手方向端部１６ａに、テンプル部９に対しピン１８により取り付けられており、その主
要面は、テンプル部９の箱状部２３の内側面側に、少し間隔をあけるように折り曲げられ
て配置されている。
【００５０】
　ピン１８は、長板部１６が主に位置する平面において長板部１６の振動を可能とするよ
うに、方向決めされている。この平面は、テンプル部９の箱状部２３の内側面に実質的に
平行な面である。
【００５１】
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　センサ１２は、サポート要素１５のボディで作られた移動ガイド１７に沿って支持され
ている。
【００５２】
　より正確には、移動ガイド１７は、サポート要素１５の長手方向に延在している。
【００５３】
　センサ１２の角度位置および直線位置の適切な調整は、ピン１８を介してサポート要素
１５とテンプル部９とを摩擦連結し、移動ガイド１７を介してセンサ１２とサポート要素
１５とを摩擦連結することにより達成可能である。事実上は、センサ１２の角度位置の適
切な調整には、テンプル部９にしっかりと取り付けられたサポート要素１５を維持する摩
擦力よりも大きい回転力を、手動でサポート要素１５に及ぼすことができれば十分である
。一方で、センサ１２の直線位置の適切な調整のためには、サポート要素１５にしっかり
と取り付けられたセンサ１２を維持する摩擦力よりも大きい移動力を、手動でセンサ１２
に及ぼすことができれば十分である。
【００５４】
　もっとも、摩擦以外の法則を利用する調整も等しく可能である。たとえば、２つの連結
部間に設けられたスナップ式の歯間の選択的な結合に基づいた法則であってもよい。
【００５５】
　センサ１２が解剖学上の検出部位に一旦位置決めされると、装着者の頭部との接触によ
り、サポート要素１５は弾性的に撓む。この弾性的な撓みは、装着者が活動していないか
、かなり激しい肉体活動に従事しているかどうかに関わらず、如何なる状況においても、
センサ１２を、解剖学上の検出部位にしっかりと付着させ続けるのに必要な接触力を生じ
させる。
【００５６】
　この点に関し、眼鏡の耐久性および快適性を改善するためには、サポート要素１５の剛
性を調整する手段を設けることも可能である。
【００５７】
　このような調整手段（この例では図示せず）は、サポート要素１５の弾性変形が生じる
部分の長さを変更するのに適した何らかの要素を含んでもよい。
【００５８】
　図示されるように、少なくとも第２のセンサ１２が設けられていることが望ましい。第
２のセンサ１２は、反対側のテンプル部９に連結された第２のサポート要素１５によって
支えられている。
【００５９】
　第２のサポート要素１５は、構成的および機能的に、先の述べたサポート要素と等しい
ことが望ましい。
【００６０】
　第２のセンサ１２もまた、構成的および機能的に、先の述べたセンサと等しいことが望
ましい。
【００６１】
　当然ながら、センサ１２のサポート要素１５の構成および位置は、信号の検出のために
選択された解剖学上の部位に応じて変えてもよい。
【００６２】
　図示された事例では、サポート要素１５は、センサ１２を実質的にテンプル部に配置さ
せるために、テンプル部９に沿う前方位置に設けられている。
【００６３】
　しかしながら、もしも、後方に位置する耳の静脈または動脈から信号を検出する方が好
ましい場合には、サポート要素１５は、フレーム２のテンプル部９に連結されるが、側頭
部の静脈または動脈の表面から信号を検出するのに想定される位置よりも断然後方位置に
連結される。この場合、実際には、センサ１２が、装着者が眼鏡をかけているときに、耳
殻の後方に配置されなければならない。
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【００６４】
　あるいは、角度のある静脈または動脈から信号を検出したいならば、サポート要素は、
フレームのフロント部における、鼻に置かれる領域に連結されてもよい。
【００６５】
　有利なことに、測定システムは、全体的に、フレーム２にのみ取り付けられている。
【００６６】
　自立型電源１４およびマイクロコントローラ１１は、フレーム２内であって、特定的に
はテンプル部９の拡張された箱状部２３内に設けられた、特有の筐体内に搭載されている
。
【００６７】
　これに対し、可視信号を生成するための手段１３は、テンプル部９の箱状部２３に統合
されている。一方、可聴信号を生成するための手段１３は、フレーム２のフロント部５か
ら遠い、テンプル部９の端部に位置している。
【００６８】
　自立型電源１４をマイクロコントローラ１１に接続するための電線２６は、フレーム２
のテンプル部９、ブリッジ８、およびフロント部５の環状部６の上方アーチ部に沿って延
在している。
【００６９】
　特定的には、フレーム２は、電線２６の経路のためのダクト１９を有している。
【００７０】
　これに対し、センサ１２をマイクロコントローラ１１に接続するための電線２７は、サ
ポート要素１５と、テンプル部９の拡張された箱状部２３の内側面との間に形成された空
間内において延びていてもよい。
【００７１】
　備え付けられたＯＮボタン２２および他のプログラミングボタンは、望ましくは、イン
ターフェイス部２０と同様に、テンプル部９の拡張された箱状部２３に搭載されている。
【００７２】
　測定システムの構成物は、フレーム２の右半分と左半分との重さが実質的に均衡を保て
るように、フレーム２に割り当てられている。
【００７３】
　それゆえに、レンズは、希望通りに取り替えられるように、測定システムに伴って何ら
作用する必要なく、測定システムとの間のいかなる構造的および機能的な連結は行われて
いない。
【００７４】
　本発明に従う眼鏡の機能は、既に説明および図示された内容、そして、特に、実質的に
以下に示される内容から、明らかである。
【００７５】
　肉体的な活動中、備え付けられた全てのセンサ１２は、測定された心拍数と相関のある
信号をマイクロコントローラ１１に送信する。
【００７６】
　２つのセンサ１２の場合、マイクロコントローラ１１は、心拍数の値を、測定値の平均
値とし決定し得る。これにより、心拍数をより正確に評価することができる。
【００７７】
　マイクロコントローラ１１は、ＬＥＤ１３ａごとの制御信号と、存在するブザーごとの
制御信号を処理する。
【００７８】
　ＬＥＤ１３ａの制御信号によって、その光の色が選択できることが望ましい。たとえば
、測定された心拍数が下限値よりも低い場合には、制御信号は緑色のＬＥＤ１３ａを作動
させ、測定された心拍数が下限値と上限値との間であれば、制御信号は黄色のＬＥＤ１３
ａを作動させ、測定された心拍数が上限値よりも高い場合には、制御信号は赤色のＬＥＤ
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【００７９】
　ブザーに関する限りでは、制御信号によって、出力音の周波数および／または長さおよ
び／または強度を変更可能である。
【００８０】
　かなり信頼性があり正確な、装着者の心拍数の監視システムを含んでいるという事実に
よって、本発明に従う眼鏡が特に優れていることが、実際に確かなものとなっている。
【００８１】
　したがって、考え出される眼鏡は、この発明の概念の範囲内に含まれる限り、多数の変
更や変形が可能である。さらには、全ての細部は、技術的に均等の要素に置き換えられて
もよい。
【００８２】
　現実的に言えば、用いられた器具および寸法は、必要性および先行技術に応じて如何な
るものであってもよい。
【符号の説明】
【００８３】
　１　眼鏡、２　フレーム、３　レンズ、５　フロント部、６　環状部、８　ブリッジ、
９　テンプル部、１０　ヒンジ、１１　マイクロコントローラ、１１ａ，１１ｂ　電子カ
ード、１２　心拍数センサ、１３　生成手段、１３ａ　ＬＥＤ、１４　自立型電源、１５
　サポート要素、１６　長板部、１７　移動ガイド、１９　ダクト、２０　インターフェ
イス部、２２　ＯＮボタン、２３　拡張部（箱状部）、２５　長い部分、２６，２７　電
線。

【図１】 【図２】
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